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田
原
市
誕
生
か
ら
15
年

田
原
市
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
田
原
市
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
15

周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
11

月
４
日
（
日
）、
田
原
文
化
会
館
で

田
原
市
制
施
行
15
周
年 

平
成
30
年

度
田
原
市
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
式
で
は
、
市
の
発
展
に
貢
献
し
た

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
方
々
を

市
政
功
労
表
彰
、
地
方
自
治
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
や
、
民
生
の
安

定
、
保
健
衛
生
の
推
進
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た
方
を
一
般
表

彰
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん（
五
十
音
順・敬
称
略
）

▪
市
政
功
労
表
彰（
４
名
）

▪
一
般
表
彰（
11
名・２
団
体
）

地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た
者

金か
な
だ
の
ぶ
よ
し

田
信
芳（
田
原
町
）

河か
わ
い
す
み
は
る

合
澄
晴（
池
尻
町
）

北き
た
の
や
か
ず
き

野
谷
一
樹（
田
原
町
）

鈴す
ず
き
よ
し
ひ
こ

木
義
彦（
宇
津
江
町
）

民
生
の
安
定
に
尽
力
し
た
者

亀か
め
だ
み
わ

田
み
は（
田
原
町
）

清き
よ
た
ま
さ
あ
き

田
匡
章（
中
山
町
）

小こ
く
ぼ
さ
ん
ぞ
う

久
保
參
藏（
堀
切
町
）

近こ
ん
ど
う
の
ぶ
こ

藤
信
子（
大
草
町
）

竹た
け
う
ち
た
い
こ
う

内
泰
孝（
石
神
町
）

保
健
衛
生
事
業
に
尽
力
し
た
者

朽く
つ
な
ま
こ
と

名
誠（
古
田
町
）

津つ
が
ね
り
ゅ
う
い
ち

金
隆
一（
福
江
町
）

そ
の
行
い
が
特
に
市
民
の
模
範
と
な

る
も
の

田
原
点
字
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
愛
」

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

川
かわぐちひろかず
口廣和

（小中山町）
鈴
すずきかつゆき
木克幸

（神戸町）
鳥
とりいとしろう
井敏朗

（田原町）
中
なかがみきょうぞう
神享三

（大久保町）
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本
市
で
は
、市
の
情
報
を
広
く
発
信

し
、魅
力
や
認
知
度
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、田
原
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、自
身
の
活
動
を
通
じ
て
本
市

の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
方
や
本

市
の
認
知
度
向
上
に
著
し
く
貢
献
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定

し
、本
市
と
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
互
に
魅
力

や
認
知
度
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。今
回
は
、３
組
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
認

定
し
、10
月
28
日（
日
）の
田
原
市
民
ま
つ

り
で
認
定
書
を
交
付
す
る
と
共
に
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

▪
田
原
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ

た
方（
順
不
同・敬
称
略
）

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

９
月

15
日（
土
）～
10
月
12
日

（
金
）に
募
集
し
て
い
た（
仮

称
）親
子
交
流
施
設
の
愛
称
が
、応
募
作
品

３
４
８
件
の
中
か
ら
、愛
称
選
考
委
員
会

で
の
選
考
な
ど
を
経
て
す
く
っ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、愛
称
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を

大
切
に
、多
く
の
方
々
に
親
し
み
を
持
っ

て
利
用
し
て
も
ら
え
る
施
設
と
な
る
よ

う
、整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
最
優
秀
賞

　
明
村
裕
子
さ
ん（
三
重
県
桑
名
市
）

▪
選
考
理
由

◦「
子
ど
も
も
、そ
の
父
母
も
、祖
父
母
世

代
も
こ
こ
へ
来
て
、楽
し
く
生
き
生
き

と
、
交
流

を
通
じ
て

「
人
」と
し

て
す
く
す

く（
す
く
っ

と
）育
ち
あ

う
」と
い
う

愛
称
の
由

来
が
、施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
も
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め

◦
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
覚
え

や
す
く
、親
し
み
や
す
く
、呼
び
や
す
い

愛
称
で
あ
る
た
め

▪
優
秀
賞（
2
名
）

　
廣
田
と
も
子
さ
ん（
豊
橋
市
）

　
高
橋
心
眞
妃
さ
ん（
田
原
市
）

▪
募
集
結
果
に
つ
い
て

　

市
民
だ
け
で
な
く
市
外
・
県
外
の
方
か

ら
も
多
数
の
応
募
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。応
募
総
数
に
つ
い
て

は
左
表
の
通
り
で
す
。

▼
健
康
課
☎
23‐３
５
１
５

野村美菜
歌手

ラストロット
渥美半島出身バンド

小田真奈美
タレント

本
市
の
魅
力
発
信
に
貢
献

田
原
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
認
定
し
ま
し
た

１
０
０
５
８
５
７

（
仮
称
）
親
子
交
流
施
設
の
愛
称
が

す
く
っ
と 

に
決
定
し
ま
し
た

１
０
０
５
８
０
４

◦田原市ＰＲサポーターによるミニライブ

合
計

市
外

市
内愛

知
県
外

愛
知
県
内

３
４
８
件

１
４
０
件

　
　
46
件

１
６
２
件

◦イメージパース

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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▪計画案の公表場所
各担当課、市役所情報広場、赤羽根市民センター、
渥美支所地域課、中央図書館、市ＨＰ

▶意見募集期間＝12月17日月～平成31年１月16日水

▪意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ ④Ｅメール
のいずれかで住所、氏名、電話番号を明記の上、提
出してください。（個々のご意見には直接回答し
ません）

▪田原市国際化・多文化共生推進計画案
本市の国際化・多文化共生の将来像や国際化・多文化共生施策の基本的な方向を示
した計画を見直すものです。
担当課▶広報秘書課 　☎22-0138  23-1691  kokusai@city.tahara.aichi.jp

▪第３期田原市地域福祉計画（田原市地域福祉活動計画）案
本市の地域福祉の基本理念や取り組むべき施策の方向を示した計画を策定するものです。
担当課▶地域福祉課　☎23-3512  23-3545　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

▶意見募集期間＝12月27日木～平成31年１月28日月

H
ハ ロ ー
ello,e

エ ブ リ ワ ン
veryone!!Ａ

エーエルティー

ＬＴ（外国語指導助手）です。

私たちは、市内の小・中学校で英語を教えています。また、私たちの国の文化に触れることで、子どもた
ちが国際理解や多文化共生の理解を深めるきっかけにもなっています。

▼ 田原中部小・衣笠小・高松小・赤羽根小・亀
山小・福江小（平成29年4月～）

S
サムエル
amuel S

スコット
cott先生

私はオーストラリ
ア出身の25才で
す。日本に来て２
年半経ちます。田
原で英語を教え
るのが大好きで
す！よろしくお願
いします。

▼ 神戸小・田原南部小・童浦小・野田小・清田
小・泉小（平成29年4月～）

M
マシュー
atthew F

ファレル
arrell先生 こんにちは！私

はニューヨーク出
身です。レストラ
ンのシェフやゴル
フのインストラク
ターとして働いて
いました。旅行や
スポーツをするの
が大好きです！

▼ 六連小・大草小・田原東部小・若戸小・中山
小・伊良湖岬小（平成30年4月～）

B
ブレントン
renton C

コーブス
ombs先生 私はアメリカのカ

リフォルニア州サ
ンタモニカ出身で
す。田原の学校で
教えて９カ月にな
ります。休日は写
真を撮ったり、ビー
チに行ったりして
楽しんでいます！

▼東部中・赤羽根中・泉中（平成28年9月～）

A
アリエル

riel S
スネガウスキ
niegowski先生 私はアメリカのジョ

ージタウン市から参
りました。２年間日
本に住んでいます。
日本の文化にすご
く興味があります。
そして、油絵を描く
のがとても好きで
す。

▼田原中・福江中・伊良湖岬中（平成30年9月～）

K
キアナ
iana W

ホワイト
hite先生 はじめまして。私は

アメリカのケンタッ
キー州フランクフォ
ート出身です。陶芸
と読書が大好きで
す。日本文化を学ぶ
ことをとても楽しみ
にしています。よろし
くお願いします。

 パブリックコメント  意見募集！
1005704
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月　日　
 施設名・電話番号

１2 月 １月
28

（金）
29

（土）
30

（日）
31

（月）
1

（火・祝）
2

（水）
3

（木）
4

（金）
5

（土）
6

（日）

市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の当直室にて受け付けます。 ○ ※
赤羽根市民センター 45-3111 ○ ○
渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、農村環境改善センター１階の事務

室（日直）にて受け付けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○
田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター 45-3499 ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○
田原市赤羽根診療所 45-3505 ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ～正午 ○ ～正午

東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○ ○
交通公園 ― ○ ○
赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○
渥美運動公園 38-0111 ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ 早朝開館の予定（時間未定）　　　

※詳しくはお問い合わせください。 ○

■ 年末・年始の業務について ○ 平常どおり 時間変更 休業

 ・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
 ・サンテパルクたはらは1/9（水）に臨時休園します。

 ※市民課時間外窓口は通常通り開設します（午前８時30分～午後0時30分）

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

42.8％（執行率） 89.0億円（予算現額）

22.9％

31.4％

37.8％

28.7％

15.7％

42.7％

39.0％

57.5％

51.5％

42.8％

36.2億円

34.5億円

30.7億円

28.9億円

28.0億円

26.0億円

15.3億円

7.6億円

2.3億円

0.5億円

歳出予算
298億9,892万円

支出済額
104億3,273万円
（34.9％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

７３.8％（収入率） 152.4億円（予算現額）

6.0％

33.0％

50.9％

0.0％

75.7％

0.0％

100％

47.4％

31.2％

26.4億円

22.6億円

19.0億円

18.0億円

16.9億円

15.6億円

9.6億円

7.5億円

11.3億円

歳入予算
298億9,892万円

収入済額
160億4,433万円
（53.7％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成30
年9月30日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 357 万 6,313㎡

建物 市役所・学校など 39 万 7,684㎡

基金 財政調整基金など 178 億 9,836 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,905 万円

一般会計
170億2,397万円

特別会計
104億3,691万円

土木債
22億5,549万円

教育債
24億2,779万円

その他（総務債・民生債・商工債など）
3億6,387万円

公共下水道事業特別会計
75億4,353万円

農業集落排水事業特別会計
28億9,338万円

総額　274億6,088万円
臨時財政対策債
73億1,081万円

減収補てん債
17億8,465万円減税補てん債 5億 162万円

消防債 10億7,862万円
公営住宅債 8億4,577万円

農林水産業債 4億5,536万円

歳出
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

42.8％（執行率） 89.0億円（予算現額）

22.9％

31.4％

37.8％

28.7％

15.7％

42.7％

39.0％

57.5％

51.5％

42.8％

36.2億円

34.5億円

30.7億円

28.9億円

28.0億円

26.0億円

15.3億円

7.6億円

2.3億円

0.5億円

歳出予算
298億9,892万円

支出済額
104億3,273万円
（34.9％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

７３.8％（収入率） 152.4億円（予算現額）

6.0％

33.0％

50.9％

0.0％

75.7％

0.0％

100％

47.4％

31.2％

26.4億円

22.6億円

19.0億円

18.0億円

16.9億円

15.6億円

9.6億円

7.5億円

11.3億円

歳入予算
298億9,892万円

収入済額
160億4,433万円
（53.7％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　298億9,892万円

平成30年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 77 億 5,800 万円 33 億 6,077 万円 43.3％ 28 億 6,682 万円 37.0％
公共下水道事業特別会計 18 億 9,612 万円 2 億 3,041 万円 12.2％ 5 億   634 万円 26.7％
農業集落排水事業特別会計 6 億 4,988 万円 1 億 7,431 万円 26.8％ 2 億 1,515 万円 33.1％
田原福祉専門学校特別会計 １億 3,126 万円 8,794 万円 67.0％ 5,588 万円 42.6％
後期高齢者医療特別会計 7 億 9,212 万円 ２億 3,732 万円 30.0％ 1 億 4,570 万円 18.4％

計 112 億 2,739 万円 40 億 9,075 万円 36.4％   　37 億 8,987 万円 33.8％

予算区分 収入予算額 収入額 収入率 支出予算額 支出額 執行率
収益的収支 13 億 5,290 万円 5 億 3,631 万円 39.6％ 13 億 2,359 万円 3 億 3,013 万円 24.9％
資本的収支 2 億 6,954 万円 0 万円 0.0％ 6 億 5,562 万円 2,606 万円 4.0％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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　市内の交通事故死亡者数が、去年の倍以上の5人となっ
ていることから、交通死亡事故多発非常事態宣言決起大会
が開催されました。式典の後、取り締まり・広報部隊が出
発し、関係団体などによる街頭監視を行いました。11月1
日（木）～30日（金）の1カ月間、関係組織が一丸となって
市民への交通安全啓発に努めます。一人一人が交通安全
を心掛け、死亡事故ゼロを目指しましょう。

　田原市民まつりが田原文化会館周辺で開催さ
れ、約3万名の来場者でにぎわいました。「市民が
つくる市民のためのまつり」として、市民が企画提
案したイベントで構成された田原市民まつり。こ
ども踊りや総踊り、ステージイベントやどんぶり
街道食べ比べなど、子どもからお年寄りまで、楽し
い一日を過ごしました。

　秋季全国火災予防運動の一環として、市内の保
育園・こども園が防火パレードを行いました。園児
たちはそろいの法被を羽織り、拍子木を打ち鳴ら
しながら音楽に合わせて火の用心を呼び掛けまし
た。その場に居合わせた地域の皆さんは、元気な声
で呼び掛ける園児たちの姿を温かなまなざしで見
守っていました。

▲こども踊りで元気いっぱい踊る園児たち

組織力で食い止める
交通死亡事故！

11/1
［木］

イベント盛りだくさん
市民のためのまつり

10/28
［日］

▲取り締まりに出発するパトカー

▲「火の用心」を呼び掛ける園児たち（写真は伊良湖岬保育園）

「火の用心」
元気いっぱいパレード

10/24
［水］
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　早いものでもう師走。この月はなぜか
忙しく、市長になってからは年末の家事
仕事を含め何かと周りに迷惑を掛けて
はいないかと気掛かりです。
　さて、12月は一般的に一年の締めく
くりの時ですが、行政の現場は少し違い
ます。ご承知のように役所では法律によ
り4月から3月を一期間とする会計年度
で予算や事業を進めており、年末は通
過点にすぎません。年明けから3月末ま
では次年度へ向けて、一般企業の期末

にあたる最
も大事な期
間です。
　とはいえ
新年は清々
しく、正月休
み明けには
新しい気概を職員に伝えます。その前
に、まずは年末と年度末の2つの節目を
気持ち良く迎えられるよう頑張りたいと
思います。

年末と年度末

　11月8日（木）～11日（日）の平成30年度第17回
全国社会人9人制バレーボール東ブロック男女優
勝大会（富山県富山市）に昨年に引き続き出場を決
めたL

リ ン ク ス

YNXの皆さんが市長を表敬訪問しました。
「去年の成績を一つでも上回るように、優勝目指し
て頑張ります」と意気込みを語りました。

　11月10日（土）、11日（日）に第10回全国丼
サミットinたはら2018が、サンテパルクた
はらで開催されました。全国から自慢のご当
地丼が17種類集まり、約5万7000名の来場者
は、お目当ての丼を手に入れるため、長蛇の列
を作っていました。収穫祭も同時開催され、大
にぎわいの2日間になりました。

▲ご当地丼をおいしそうに頬張る来場者

▲【写真左から】帆足直斗さん、中村龍之介さん、山下市長、渡会祐太さん、
清水祥平さん、森下雄一さん、石川雄一さん

目指すは優勝！！
地元の力で全国大会へ

10/31
［水］

全国のうまいっ！！
大集結

1１/10
［土］
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　自主防災会一斉訓練が市内各地域で開催さ
れ、約1万3800名が参加しました。この訓練は、
自主防災会が主体となり、地域の状況に応じた
訓練を選定し、毎年実施しています。参加した
皆さんも、災害時に必要な行動や日頃の備えな
どを再認識する良い機会となりました。

　第53回全日本サーフィン選手権大会で4位に入
賞した都築虹帆さん（高松町）が山下市長を表敬訪
問しました。プロサーファーのテストにも合格し、
晴れてプロサーファーとなった都築さん。「全日本
の大会は初出場で緊張したが、自分のサーフィン
ができた」と語り、プロサーファーとしての覚悟と
自覚が感じられました。

　中央図書館で、「ふしぎ」をテーマにした夜ふかし図書
館を開催しました。肝だめし付きのおはなし会「ふしぎ百
物語」やトークイベント「明治と怪談」、図書館周辺の神社
などを巡るミステリーナイトツアーに加え、夜の図書館
に泊まって読書三昧を体験できる「読む夜」を行いまし
た。延べ100名の方が参加し、2日間にわたり、ちょっと怖
くてふしぎな夜を皆さん満喫した様子でした。

▲ＡＥＤの使い方を親子で学びました【写真は高松校区】

みんなで学び
地域の防災力向上！！

11/11
［日］

▲「ふしぎ百物語」で怖いお話をする「死神さん」

▲市長に喜びの報告をした都築さん（写真中央）

みごと4位入賞
プロとして新しい門出

11/13
［火］

ふしぎ文学半島プロジェクト
「読む夜」を楽しむ

10/20
［土］
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▪第49回ジュニアオリンピック陸上競技大会
（神奈川県横浜市［10／14］）

全国優勝！
◎東部中陸上競技部（男子3000ｍ）
吉居駿

しゅんすけ

恭くん（3年）
コメント

「個人として、中学生生活最後の大会で勝て
てうれしかったです。高校へ行っても、兄に
勝てるようにがんばっていきたいです」

▪第27回全国小学生バドミントン選手権大会
（東京都八王子市［12／24～28］）

◎T-Jump Jr.　【写真左から】伊藤衣
い さ と

里さん（野田小6年、6年生以下女子
ダブルス）、片山結

ゆ う た

太くん（田原中部小３年、4年生以下男子ダブルス）

▪第18回全国障害者スポーツ大会
（福井県福井市［10／13～15］）

銀メダル
◎豊橋市立くすのき特別支援学校
大場楓

ふ う か

花さん（高等部２年、200ｍ）
コメント

「緊張したけど、目標としていた自己ベスト
が出せてとてもうれしかったです」

▪第30年度全日本
卓球選手権大会

（宮城県仙台市［11／2
～4］）

◎桜丘中卓球部
小川美

み さ き

咲さん（1年）

　元日のニューイヤー駅伝の予選会を兼ねる
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会が渥美半
島を舞台に7区間80.5㎞で行われ、11チーム
が出場しました。地元トヨタ自動車は、堂々た
るレース運びで本大会5連覇を飾りました。
また、愛知県内の高校生選抜と大学生チーム
も出場し、若き力が大会を盛り上げました。

堂々の五連覇！！
日本一奪還へ

11/18
［日］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▲2位と約4分の大差をつけ、仲間の待つゴールへ駆け込むアンカーの大石港与
選手。インタビューでは、元日のニューイヤー駅伝の日本一奪還を誓いました
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

1002618

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

ＣＡＥＡ講演会「自然と共にある暮らし」

▲ショウガ紅茶　　　　

▲あさりとシイタケのお寿司　　　　　

●福江のお祭り
　日暮れが早くなり、肌寒さを感じる今日この頃。私が秋の訪れを感じ
るのは、子供の頃の楽しい思い出の一つ、福江のお祭りです。
　早朝からお車を引いて回り、足がクタクタになりながらお昼に帰ると、
待っているのは母が作ってくれたお寿司。中でもあさりとシイタケのお
寿司は最近ではあまり食べなくなったせいか、強く思い出に残っていま
す。記憶を基に久々に作ってみたところ、中学１年生の息子も気に入り、ま
た作って欲しいとリクエストをもらえました。時代は変わっても、おいしい
ものはおいしい！こういったお料理を後世にも伝えられたらと思います。

●ショウガで冷え対策
　ショウガは熱を加えるかどうかで、効能が全く違うのはご存知でしょうか？
ショウガに含まれてるジンゲロールという成分は、解熱・解毒作用があり、実
は体を冷やしてしまいます。この成分が熱を加えることでショウガオールに
変化し、消化器官を刺激して血流を良くすることで体を温めてくれます。
ショウガは食べ方一つで体にとって全く反対の効能があります。風邪をひい
た時は、冷めたおかゆに混ぜたり、冷たい紅茶に入れると良いと思います。
　また、熱いお味噌汁や紅茶へ入れることで、冷え性対策になるでしょう。
冬こそさまざまな場面でショウガを取り入れたいですね。
　少しの工夫で、寒い冬を元気に乗り切りましょう。

　市民活動団体が日頃の活動を発表し、交流を通して団体同士の絆を
深め、また、市民の方に楽しみながら市民活動に触れてもらうことを目的
に開催している「あつみＮＰＯの集い」。今回のテーマは「ネットワークで
楽しもう！～みんなで創ろう地域の今を そしてあしたを～」です。次の一
歩へのエネルギーとなる新たな発見をしに、ぜひ遊びに来てください！

【日時】平成３１年１月２０日（日）午前１０時～午後４時
【場所】渥美文化会館　多目的ホール・ラウンジ他
【内容】活動発表：パネル展示・ブース体験・手作りバザー他、ステージ
発表：和太鼓演奏・混声合唱他、オープニングステージ：アロハ・レイマ
ナ・ポリネシアンズ、基調講演：矢野きよ実氏（パーソナリティー・書道
家）、カフェ：みんなでティータイム、お楽しみ抽選会

▲基調講演を行う
　矢野きよ実氏

まりもちゃん（13歳）
ペキニーズ♀

（田原町 芝田さん）

小林 唯真ちゃん
ゆ　ま

２歳
片浜町

西本 卓矢くん

1歳 
加治町

たく  や

　渥美半島環境活動協議会は、2018渥美半島フォーラ
ム講演会を開催します。今回は、「共存の森ネットワーク」
理事長の澁澤壽一氏をお招きします。「共存の森ネット
ワーク」は、「人と自然」「人と人」「世代と世代」をつなぐを
テーマに、「先人の知恵を未来に継承～聞き書き甲子
園」「若者がつなぐ地域の未来～共存の森づくり」「農山
村で１００のなりわいをつくる連続講座～真庭なりわい
塾 」「 自 然 と 共 生 す る 社 会 の 実 現 を 目 指 す ～
SATOYAMAイニシアティブ」などの活動をしています。
澁澤氏は、現在「豊森なりわい塾」の塾長でもあります。
　まだまだ豊かな自然に恵まれている渥美半島。
　しかし、渥美半島を囲む海をはじめ、地域の川、山も荒
れてきています。それぞれの地域で、個人として、団体と
して渥美半島の豊かな自然を未来に引き継ぐために何ができるか、共に考えませんか。

●２０１８渥美半島フォーラム講演会
【日時】１２月１５日（土）午後２時開場　午後２時３０分開演
　　　※講演会終了後、渥美半島の自然についてフリートーキング

【場所】田原文化会館多目的ホール
【講師】共存の森ネットワーク理事長　澁澤壽一氏

しぶさわじゅいち

CAEA
渥美半島環境
活動協議会

　090‐9123-7983
（鈴木）　

［投稿者］

あつみ
ＮＰＯネットワーク

☎32‐3963
（森下）

［投稿者］

広報サポーター
堤田恭子

「第１５回あつみＮＰＯの集い」を開催します！

シーエーイーエー

わが家の
ペット
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Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

1002618

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

ＣＡＥＡ講演会「自然と共にある暮らし」

▲ショウガ紅茶　　　　

▲あさりとシイタケのお寿司　　　　　

●福江のお祭り
　日暮れが早くなり、肌寒さを感じる今日この頃。私が秋の訪れを感じ
るのは、子供の頃の楽しい思い出の一つ、福江のお祭りです。
　早朝からお車を引いて回り、足がクタクタになりながらお昼に帰ると、
待っているのは母が作ってくれたお寿司。中でもあさりとシイタケのお
寿司は最近ではあまり食べなくなったせいか、強く思い出に残っていま
す。記憶を基に久々に作ってみたところ、中学１年生の息子も気に入り、ま
た作って欲しいとリクエストをもらえました。時代は変わっても、おいしい
ものはおいしい！こういったお料理を後世にも伝えられたらと思います。

●ショウガで冷え対策
　ショウガは熱を加えるかどうかで、効能が全く違うのはご存知でしょうか？
ショウガに含まれてるジンゲロールという成分は、解熱・解毒作用があり、実
は体を冷やしてしまいます。この成分が熱を加えることでショウガオールに
変化し、消化器官を刺激して血流を良くすることで体を温めてくれます。
ショウガは食べ方一つで体にとって全く反対の効能があります。風邪をひい
た時は、冷めたおかゆに混ぜたり、冷たい紅茶に入れると良いと思います。
　また、熱いお味噌汁や紅茶へ入れることで、冷え性対策になるでしょう。
冬こそさまざまな場面でショウガを取り入れたいですね。
　少しの工夫で、寒い冬を元気に乗り切りましょう。

　市民活動団体が日頃の活動を発表し、交流を通して団体同士の絆を
深め、また、市民の方に楽しみながら市民活動に触れてもらうことを目的
に開催している「あつみＮＰＯの集い」。今回のテーマは「ネットワークで
楽しもう！～みんなで創ろう地域の今を そしてあしたを～」です。次の一
歩へのエネルギーとなる新たな発見をしに、ぜひ遊びに来てください！

【日時】平成３１年１月２０日（日）午前１０時～午後４時
【場所】渥美文化会館　多目的ホール・ラウンジ他
【内容】活動発表：パネル展示・ブース体験・手作りバザー他、ステージ
発表：和太鼓演奏・混声合唱他、オープニングステージ：アロハ・レイマ
ナ・ポリネシアンズ、基調講演：矢野きよ実氏（パーソナリティー・書道
家）、カフェ：みんなでティータイム、お楽しみ抽選会

▲基調講演を行う
　矢野きよ実氏

まりもちゃん（13歳）
ペキニーズ♀

（田原町 芝田さん）

小林 唯真ちゃん
ゆ　ま

２歳
片浜町

西本 卓矢くん

1歳 
加治町

たく  や

　渥美半島環境活動協議会は、2018渥美半島フォーラ
ム講演会を開催します。今回は、「共存の森ネットワーク」
理事長の澁澤壽一氏をお招きします。「共存の森ネット
ワーク」は、「人と自然」「人と人」「世代と世代」をつなぐを
テーマに、「先人の知恵を未来に継承～聞き書き甲子
園」「若者がつなぐ地域の未来～共存の森づくり」「農山
村で１００のなりわいをつくる連続講座～真庭なりわい
塾 」「 自 然 と 共 生 す る 社 会 の 実 現 を 目 指 す ～
SATOYAMAイニシアティブ」などの活動をしています。
澁澤氏は、現在「豊森なりわい塾」の塾長でもあります。
　まだまだ豊かな自然に恵まれている渥美半島。
　しかし、渥美半島を囲む海をはじめ、地域の川、山も荒
れてきています。それぞれの地域で、個人として、団体と
して渥美半島の豊かな自然を未来に引き継ぐために何ができるか、共に考えませんか。

●２０１８渥美半島フォーラム講演会
【日時】１２月１５日（土）午後２時開場　午後２時３０分開演
　　　※講演会終了後、渥美半島の自然についてフリートーキング

【場所】田原文化会館多目的ホール
【講師】共存の森ネットワーク理事長　澁澤壽一氏

しぶさわじゅいち

CAEA
渥美半島環境
活動協議会

　090‐9123-7983
（鈴木）　

［投稿者］

あつみ
ＮＰＯネットワーク

☎32‐3963
（森下）

［投稿者］

広報サポーター
堤田恭子

「第１５回あつみＮＰＯの集い」を開催します！

シーエーイーエー

わが家の
ペット
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
　

赤
羽
根
校
区
は
、太
平
洋
に
面
す
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
、赤
羽
根
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
や
ロ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、日
本
有
数
の

サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
を
有
し
、多
く
の
サ
ー

フ
ァ
ー
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。今

年
は
、ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス

が
開
催
さ
れ
、来
場
者
数
４
万
５
０
０
０

名
が
会
場
に
訪
れ
、大
変
な
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

　
校
区
で
は
、地
域
の
将
来
像
を「
潮
騒
と

若
者
で
に
ぎ
わ
う
赤
羽
根
校
区
」と
し
、大

切
な
地
域
資
源
で
あ
る
海
を
活
用
し
、ま

ち
づ
く
り
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
の
一
つ

と
し
て
小
学
生
の

ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
体

験
学
習
を
７
月
23

日（
月
）に
開
催
し

ま
し
た
。

▪
赤
羽
根
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　
こ
の
委
員
会
は
、「
赤
羽
根
っ
て
と
っ
て

も
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
」と
言
え
る「
ま
ち
」

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。活
動
は

主
に
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

①
都
市
施
設・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

　

赤
羽
根
地
区
の
今
あ
る
施
設
の
利
用

促
進
や
必
要
な
施
設
、交
通
に
つ
い
て
主

に
話
し
合
う
部
会
で
す
。「
住
ん
で
良
し
、

来
て
良
し
の
魅
力
あ

る
町
を
紹
介
し
よ

う
！
」を
テ
ー
マ
に

赤
羽
根
の
魅
力
を
紹

介
す
る
た
め
、ま
ち

の
Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

②
居
住・福
祉
部
会

　
福
祉
や
居
住
環
境
を
話
し
合
う
部
会
で

す
。地
域
の
婚
活
支
援
、空
き
家
活
用
に
つ

い
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
観
光・交
流
部
会

　

赤
羽
根
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、地
区

活
性
化
を
話
し
合
う
部
会
で
す
。高
台
か

ら
海
が
眺
め
ら
れ
る
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
を
地

域
の
住
民
や
来
訪
者
が
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
整
備・管
理
を
行
い
、赤

羽
根
地
区
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指

し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
伊
良
湖
岬
を
に
ぎ
や
か
に
！

渥
美
半
島
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
８
開
催

　

10
月
13
日（
土
）に
、渥
美
半
島
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
８
を
開
催

し
ま
し
た
。本
年
度
は
、観
光
体
験
博
覧

会「
た
は
ら
巡
り
～
な
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

伊
良
湖
岬
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、

渥
美
半
島
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
お

う
と
始
め
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。参
加

者
は
市
内
の
方
に
加
え
て
、半
数
以
上
が

県
外
や
市
外
の
方
た

ち
で
し
た
。三
重
県

い
な
べ
市
の
ご
夫
婦

は
前
日
に
来
て
、宿

泊
し
て
の
参
加
で

す
。湖
西
市
や
浜
松

市
か
ら
の
参
加
者
も

い
ま
し
た
。３
年
続
け
て
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
方
、団
体
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
自
分
で
歩
く
距
離
を
決
め

ら
れ
る
の
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。84
歳
の
方
は「
２
㎞
歩

い
た
よ
」と
、笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。当
日
は
天
気
も
良
く
、片
道
約
８
㎞

の
伊
良
湖
港
緑
地
か
ら
風
車
ま
で
歩
く

西
ノ
浜
コ
ー
ス
で
は
、伊
勢
湾
・
三
河
湾

の
景
色
が
遠
く
ま
で
よ
く
見
え
ま
し
た
。

片
道
約
６
㎞
の
堀
切
海
岸
コ
ー
ス
で
は
、

伊
良
湖
岬
灯
台
～
恋
路
ヶ
浜
～
日
出
の

石
門
、片
浜
十
三

里
を
歩
き
ま
す
。

太
平
洋
の
海
は

輝
い
て
い
て
、参

加
者
の
皆
さ
ん

は
、気
持
ち
良
さ

そ
う
に
歩
い
て

い
ま
し
た
。

　

来
年
は
さ
ら
に
大
勢
の
方
が
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ

渥
美
半
島
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委

員
会（
鈴
木
吉
春
）

☎
０
９
０-

９
１
２
３-

７
９
８
３ 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

赤
羽
根

◦小学生ボディボード体験学習の様子

◦ＰＲマップを作成する様子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

創立70周年記念事業
　福江高校は、今年創立70周年を迎えま
した。70周年記念事業実行委員会を開き、
記念事業内容などを決定し、11月15日

（木）に、記念式典を開催しました。

事業内容
◦福江高校プロモーションビデオ披露
◦男子新制服披露
◦記念公演 ラストロット（福江高校ＯＢ

バンド）の演奏
◦記念講演 高瀬篤志氏（福江高校ＯＢで

東京都在住、新進気鋭の経営者として
活躍中）

観光ビジネスコース
　本年度より、観光ビジネスコースが始まりました。観光に関するさまざまな学習や、インターン
シップなどの実習を通じて、多様な進路の実現を目指します。

今年の主な取り組み
◦観光教育講話「サーファーと農業をつなぐ」
　6月14日（木）、本市在住のプロサーファー杉
原康幸氏を招いて、本市の農業とサーフィンを
つなぎ、観光の視点から新しいマーケットを開
拓する講演会が行われました。
◦３高連携による「愛知丸船上トークセッショ
ン」
　7月29日（日）、福江高校・三谷水産高校・足助
高校は、三谷水産高校の実習船「愛知丸」にて、
観光を切り口に各校の生徒達が地域の魅力や
未来について語り合いました。
◦田原市ＰＲ応援団
　8月4日（土）、ナゴヤドームにて、中日vs阪神
戦の試合前に、本市をＰＲするイベントに参加
しました。
◦とばっこといっしょに学ぼう「七輪で防災、
七輪でおもてなし」
　8月9日（木）、三重県立鳥羽高校の観光ビジネ
ス類型の生徒６名を迎え、観光ビジネスコースの生徒と災害時における七輪の利用方法、調理の演習
を行いました。この交流は今後も継続していく予定です。

創立70周年の節目を迎え
自由の鐘は高らかに 福江高等学校

▲【左上】杉原康幸氏講演会　【右上】船上トークセッション
　【左下】田原市ＰＲ応援団　【右下】鳥羽高校との交流事業

▲【左上】70周年記念式典  生徒代表誓いの言葉　【右上】男子新制服
　【左下】ラストロット公演    【右下】高瀬篤志氏講演会

広報たはら  平成30年12月│    │15



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

平
成
30
年
秋
の
叙
勲・褒
章

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
々
が
叙
勲・
褒
章
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▪
叙
勲 

旭
日
双
光
章

山
田
俊と
し
ろ
う郎
（（
一
財
）
愛
知
県

交
通
安
全
協
会
副
会
長
／
交
通

安
全
功
労
／
田
原
町
）

▪
褒
章 

藍
綬
褒
章

山
内
寛か
ん
じ治
（
元
田
原
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
会
長
／
選
挙

関
係
事
務
功
績
／
田
原
町
）

募
集

営
農
支
援
課
作
業
員（
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
） 

１
０
０
２
９
５
７

募
集
人
員：２
名　
採
用
期
間：平

成
31
年
4
月
～　

内
容：
ト
ラ
ク

タ
ー（
36
馬
力
お
よ
び
75
馬
力
）の

運
転
な
ど　

勤
務
場
所：
市
内
ほ

場
な
ど　
賃
金：時
給
９
６
０
円

申
込
締
切：
平
成
31
年
１
月
11
日

（
金
）

お
し
ら
せ

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

監
視
員   　

１
０
０
５
８
５
８

募
集
人
員
：
７
名
程
度　
採
用
期

間
：
平
成
31
年
２
月
１
日
～
３
月

17
日　
勤
務
場
所
：
渥
美
郷
土
資

料
館　
賃
金
：
時
給
９
０
０
円　

申
込
締
切
：
12
月
24
日
（
月
・
振
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

臨
時
保
育
士
の
登
録

１
０
０
５
２
２
９

対
象
：
保
育
士
資
格
を
お
持
ち

の
方　

採
用
期
間
：
平
成
31
年

４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更
新

あ
り
）　

勤
務
場
所
：
市
内
保
育

園　

賃
金
：
時
給
１
１
６
０
円
、

１
２
６
０
円
ま
た
は
１
３
１
０
円

（
平
成
30
年
度
実
績
）　

申
込
締

切
：
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒　
　
　

１
０
０
４
９
７
８

応
募
資
格
：
平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
、
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学

校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含
む
）　

試
験
日
時
：【
一
次
試
験
】
平
成

31
年
１
月
19
日（
土
）【
二
次
試
験
】

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）～
４

日
（
月
）の
間
の
指
定
す
る
１
日

申
込
締
切
：
平
成
31
年
１
月
７
日

（
月
）

※
詳
細
は
防
衛
省
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
９
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
０
０
４
１
１
８

活
動
期
間
：
２
０
１
９
年
７
月
31

日
～
10
月
14
日　
活
動
場
所
：
各

会
場　
募
集
締
切
：
２
０
１
９
年

１
月
31
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

☎（
０
５
２
）９
５
０‐３
５
８
０

あ
い
ち
省
エ
ネ
家
電
サ
ポ
ー

タ
ー
店

　

愛
知
県
は
、あ
い
ち
省
エ
ネ
家

電
サ
ポ
ー
タ
ー
店
登
録
制
度
を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
登

録
店
舗
が
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
な
ど
の
情
報
を
来
店
者

へ
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
取
り

組
み
で
す
。こ
の
取
り
組
み
に
協

力
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
ま

す
。

※
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w

.
pref.aichi.jp/soshiki/ondanka/
shouenesupporter.htm

l

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
地
球
温
暖
化
対
策
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
２
４
２
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松
下・柳
町・東
赤
石
駐
車
場

利
用
者

場
所
：
松
下
駐
車
場
（
田
原
町
松

下
地
内
）、柳
町
駐
車
場
（
田
原
町

柳
町
地
内
）、東
赤
石
駐
車
場
（
東

赤
石
地
内
）　

募
集
台
数
／
使
用

料：表
の
通
り　
利
用
開
始
時
期：

希
望
の
日
か
ら　
申
込
：
受
付
場

所
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

▪
受
付
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
松
下
・
柳
町
駐
車
場
】

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

【
松
下･

柳
町
・
東
赤
石
駐
車
場
】

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
【
返
信

裏
面
】
主
催
者
が
抽
選
結
果
を
後

日
記
入
す
る
た
め
、無
記
入
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部

☎（
０
５
２
）９
５
２‐７
３
８
１

大
会
・
講
座

第
３
回
田
原
市
芦
ヶ
池

ぐ
る
っ
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
０
０
５
８
５
６

日
時
：
平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
周
辺　

参
加
料
：【
高

校
生
以
上
】
５
０
０
円
【
中
学
生

以
下
】
３
０
０
円　
申
込
：
12
月

２
日
（
日
）～
平
成
31
年
１
月
５
日

（
土
）
の
期
間
に
、Ｈ
Ｐ
（https://

nishio.m
ypl.net/article/

ashigaikem
arathon_nishio

）

か
ら
／
田
原
文
化
会
館
、渥
美
運

動
公
園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、用
紙
配
布
先

に
提
出
も
可
能
／
高
校
生
以
下
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要　

主
催
：

田
原
市
陸
上
競
技
協
会

▼
田
原
市
体
育
協
会
事
務
局
（
田

原
文
化
会
館
内
）

イ
ベ
ン
ト

新
春
凧
揚
げ 

１
０
０
３
０
４
３

日
時
：
平
成
31
年
１
月
２
日（
水
）

午
前
10
時
～　

場
所
：
道
の
駅

田
原
め
っ
く
ん
は
う
す　

内
容
：

凧
揚
げ
、小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、餅
つ

き
他
（
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合

あ
り
）

▼
道
の
駅
田
原
めっ
く
ん
は
う
す

☎
23‐２
５
２
５

ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
in

田
原　
公
開
録
音１

０
０
１
１
３
１

日
時
：
平
成
31
年
１
月
26
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
演
（
30
分
前
開

場
）　
場
所
：
渥
美
文
化
会
館

出
演
：
松
下
由
樹
氏
（
女
優
）、

ア
ン
カ
ー 

後
藤
繁
榮
氏
、
村
上

里
和
氏
他　
入
場
料
：
無
料　
申

込
：
平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
て
（【
往

信
表
面
】（
宛
先
）
〒
４
６
１‐

８
７
２
５　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送

局
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」

係
【
往
信
裏
面
】
郵
便
番
号
・
住

所・氏
名・電
話
番
号【
返
信
表
面
】

☎
22‐６
０
６
３

22‐６
４
５
５

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
12
月
11
日（
火
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
崋
山
か
ら
高
木
梧

庵
宛
の
手
紙
４　
講
師
：
田
原
市

博
物
館
長 

鈴
木
利
昌　
受
講
料
：

無
料　
申
込
：
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

里
親
養
育
体
験
発
表
会

　

愛
知
県
に
は
、保
護
者
の
病
気

や
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、自
分
の
家
庭
で
生
活
で
き

ず
、施
設
や
里
親
宅
で
生
活
し
て

い
る
子
ど
も
が
約
１
５
０
０
名
い

ま
す
。

　
里
親
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、制
度
の
紹
介
や
養
育
里
親
、

養
子
縁
組
里
親
に
よ
る
体
験
発
表

を
行
い
ま
す
。

日
時
：
平
成
31
年
１
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～　
場
所
：
東
三

河
県
庁　
入
場
料
：
無
料

▼
愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐６
４
６
５

アナアオサ採取者募集
・資格　船舶免許

渥美および小中山漁協組合員
・期間　２０１９年４月中旬～年末
　＊採取船、その他は貸与
まずはお気軽にお電話ください！

TEL　０５３１－３２－０８９１
田原市高木町脇荒古２３番地

株式会社　杉浦商店

場所／ HPID 台数（先着順） 使用料

松下駐車場
 １００3461

約35台 4,110円／月

柳町駐車場
 １００3469

数10台 4,110円／月

東赤石駐車場
 １００3471

約10台 3,590円／月
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受
講
料
：
無
料　
申
込
：
平
成
31

年
１
月
26
日（
土
）ま
で
に
直
接・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

明
記
）　

そ
の
他
：
講
習
修
了
者

に
修
了
証
を
交
付
／
た
は
ら
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
市
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

生
活

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
冬
の
運
動

12
月
20
日
木
～

平
成
31
年
１
月
10
日
木

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を

迎
え
、
開
放
感
か
ら
青
少
年
が
有

害
な
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
地
域
・
家
庭
・
学
校

が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
事
項
：
パ
ト
ロ
ー
ル
・
啓
発

活
動
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
適
切
利

用
の
推
進
他

平
成
30
年
度
食
育
講
演
会

１
０
０
４
５
４
０

日
時：平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル　
テ
ー
マ
：
ア
ナ
タ
の
知
ら
な

い
食
品
表
示
の
カ
ラ
ク
リ　

講

師
：
食
品
問
題
評
論
家
・
食
ア
ド

バ
イ
ザ
ー 

垣
田
達
哉
氏　

参
加

料
：
無
料
／
要
入
場
整
理
券　
整

理
券
配
布
：
12
月
３
日
（
月
）
か

ら
農
政
課
・
田
原
文
化
会
館
に
て

（
１
名
４
枚
ま
で
）　
託
児
：
12
月

21
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
明
記
）
先
着
10
名

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
５
８
４
９

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　
日
時
：
平
成
31
年
１
月
27

日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午　
場

所
：
田
原
市
消
防
署　
内
容
：
心

肺
蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な
ど

を
学
ぶ　
定
員：20
名
（
先
着
順
）

う
つ
病
家
族
教
室１

０
０
４
２
５
７

対
象
：
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の

家
族　
日
時
／
場
所
／
内
容
／
講

師：表
の
通
り　
定
員：30
名
（
先

着
順
）　
参
加
料
：
無
料　
申
込
：

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う　
　　
　

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
施
設
で

す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

■一杯で 消える未来と 消せぬ罪
～飲酒運転を根絶しよう！～
　愛知県内では、依然として飲酒運転に起
因する重大な交通事故がなくなりません。飲
酒運転は、重大事故に直結する悪質・危険な
違反であり、「飲酒運転は酒を飲む人も、飲ま
せた人も犯罪である」こと認識して、飲酒運
転を根絶しましょう。
　市内では昨年の倍以上の交通死亡事故
が発生しています。この危機的状況を受け、
これ以上悲しい交通事故の犠牲者を出さな
いためにも、交通ルールを守ることはもちろ
んのこと、ドライバー、
自転車利用者、歩行
者がそれぞれの立場
で他人を思いやるこ
とが大切です。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

10月

●人身19件（161件）
●負傷27人（204人）
●死亡0人（5人）
●物損110件（1126件）

●侵入盗4件（28件）
●乗物盗0件（15件）
●非侵入盗5件（87件）

●火災0件（22件）
●救急180件（2080件）

日時・場所 内容・講師

第１回
H31／1／15火
14：00～15：30
豊川市総合体育館

「うつ病の理解と家族の接し方」
松崎病院豊橋こころのケアセンター院長
竹澤健司氏

第２回
H31／1／23水
14：00～15：30
豊川市総合体育館

「うつ病の回復に向けて～家族が心がける
こと～」
ならい心療内科　臨床心理士　前田倫子氏

第３回
H31／2／1金
14：00～15：30
豊川保健所

障害福祉制度について＆家族交流会
「話してみませんか？日頃の思い」
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年
末
の
ご
み
処
理
は

お
早
め
に　

１
０
０
３
１
０
５

　
年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、大
変

混
雑
し
、入
場
す
る
ま
で
30
分
以
上

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
み
は
、

で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
ご
み
処
理
施
設
へ
持
ち

込
む
場
合
は
、
混
雑
解
消
の
た
め
、

事
前
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
あ
っ

て
も
、Ｃ
Ｄ
や
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
の
30
㎝
以
内
の
プ
ラ
マ
ー
ク
の

付
い
て
な
い
も
の
は
も
や
せ
る
ご
み

で
す
。各
資
源
化・環
境
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
分
別
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
廃
棄
物
対
策

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　

こ
わ
す
ご
み・
紙
類
・
布
類
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル・
白
色
ト
レ
イ・
空

缶・小
物
金
属
・
電
化
製
品
類・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル・有
害
ご
み・

埋
め
る
ご
み・ガ
ラ
ス
び
ん・粗

大
ご
み
（
剪
定
木・
枝
類
、
草

は
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
の

み
）

【
炭
生
館
】

　
も
や
せ
る
ご
み

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、各
施
設
の
年
末・年
始
の
業

務
日
に
つ
い
て
は
、５
ペ
ー
ジ「
年

末・年
始
の
業
務
に
つ
い
て
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
27‐０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24‐０
１
５
１

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う　
　
　

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

　
放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
掛
け
て
け
が
を
さ
せ
た
り
、
犬

自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎖
な
ど
で

つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。も
し
も
飼
い

犬
が
迷
子
に
な
っ
て
も
、装
着
さ
れ

て
い
る
鑑
札
か
ら
確
実
に
飼
い
主

の
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

　
室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
予
防
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
近
所
迷
惑
の
予
防

も
で
き
ま
す
。

▪
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

　
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
ふ
ん
は
、
放
置
せ
ず

に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
処
理

後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄
も
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、市

町
村
で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、狂
犬

病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

猫
の
家
族
探
し
会
を
開
催
し

ま
す　
　
　

１
０
０
４
５
３
０

対
象
：
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方　
日
時
：
12
月
22
日
（
土
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分
※
途
中
参
加

不
可　
場
所
：
愛
知
県
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所
（
豊

橋
市
神
野
新
田
町
字
京
ノ
割
50‐

２
）　

内
容
：
セ
ン
タ
ー
に
収
容

さ
れ
た
猫
の
里
親
探
し　
申
込
：

当
日
、
会
場
に
て　
そ
の
他
：
審

査
有
り
／
集
合
住
宅
や
借
家
で
飼

育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど
を
持
参

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

▪
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
10
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の

困
り
事
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

＊
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３‐
１
１
０

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

（
０
１
２
０
）０
０
７‐
１
１
０

＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

▪
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
や
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
市
内
の
小
学

校
へ
出
向
き
、
人
権
紙
芝
居
を
使
っ

て
子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
、
高
等
学
校
で

は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
よ
る
い
じ
め
防
止
の
た

め
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
を

活
用
し
て

分
か
り
や

す
く
解
説

し
て
い
ま

す
。
企
業

で
は
、
セ

ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
研

修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
・
豊

橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

●人権擁護委員の皆さんと名古屋
法務局豊橋支局長（中央）

広報たはら  平成30年12月│    │19

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



充
実
・
教
育
振
興
の
た
め
、
学
校

備
品
な
ど
。

▼
10
月
15
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
㈱

代
表
取
締
役　
彦
坂
直
政
様
か
ら

市
立
小
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
・
環
境

教
育
の
向
上
の
た
め
、
草
花
用
培

土
26
・
５
㎥
、
袋
９
８
０
袋
。

税

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会

　
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
な
ど
の
具

体
的
な
概
要
や
制
度
対
応
に
係
る
支

援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象
：
法
人
・
個
人
事
業
者　
日

時
：
平
成
31
年
１
月
24
日
（
木
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時　
場
所
：

田
原
市
商
工
会
館（
2
階
研
修
室
）

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

償
却
資
産
の
申
告１

０
０
４
５
３
４

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務

所
、ア
パ
ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
方
が
所
有
し
て
い
る
事
業

用
の
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、土

地
、
家
屋
、
自
動
車
（
軽
自
動
車

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　
平
成
19
年
６
月
の
改
正
教
育
職

員
免
許
法
の
成
立
に
よ
り
、現
在
、

教
員
免
許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
教
壇
に
立
つ
見

込
み
の
あ
る
方
は
、
修
了
確
認
が

必
要
で
す
。

　

教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な

方
は
、申
し
込
み
や
確
認
申
請
の
手

順
な
ど
に
つ
い
て
、愛
知
県
教
育
委

員
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

教
員
免
許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

https://w
w

w
.pref.aichi.

jp/soshiki/kyosyokuin/
koushin5-1.htm

l

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
10
月
３
日
、
河
邉
彰
彦
様
か

ら
、
田
原
東
部
小
学
校
の
図
書
の

精
神
障
害
者
医
療
を
一
部

改
正
し
ま
す

　
平
成
31
年
２
月
診
療
分
か
ら
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１・
２

級
を
お
持
ち
の
方
が
、
病
院
な
ど

で
受
診
し
た
際
の
窓
口
自
己
負
担

分
を
無
料
化
す
る
予
定
で
す
。
対

象
と
な
る
方
に
は
、
新
た
に
受
給

者
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
12
月

下
旬
以
降
に
郵
送
す
る
案
内
を
確

認
の
上
、
申
請
受
付
期
間
内
に
窓

口
に
て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

無
戸
籍
者
解
消
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１
０
０
０
７
６
２

出
生
届
を
出
せ
ず
、
お
子
さ
ん
が

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

　
出
生
届
を
提
出
し
な
い
と
戸
籍

に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
戸
籍
が
な

い
と
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で

不
利
益
を
被
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
電
話
で
法
務
局
ま
た
は

市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

含
む
）
以
外
の
も
の
は
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、決
算
の
時
に
減

価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
し
た
も

の
は
、全
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、構
築
物
で
あ
っ
て
も
家

屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
も
の
や
、自
動
車・原
動
機
付

自
転
車
お
よ
び
一
部
の
農
耕
用
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も

の
は
償
却
資
産
の
範
囲
か
ら
除
か

れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変

更
が
な
い
場
合
や
、
取
得
価
額
の

合
計
が
免
税
点
以
下
で
あ
っ
て
も
、

申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合

は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
１
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
決
算
書
類
と
の
照
合
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
公
平
・
公
正
な
課

税
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産

に
つ
い
て
適
正
な
申
告
が
な
さ
れ
て

い
る
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
償
却
資
産
申
告
書
と
決

算
書
の
内
容
を
確
認
し
、
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▪
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の

手
続
き
が
で
き
るｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利

用
し
て
、
償
却
資
産
の
申
告
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

区分 償却資産の対象となる資産（例）

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスなど
の各種ハウス、アパートのフェンス、駐車場の舗装 など

❷機械および装置 暖房機･消毒機･結束機･花用冷蔵庫･潅水設備・二重カーテンなどの農
業用機械および装置、旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 大型特殊自動車･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など
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市税・料金滞納整理 強化月間実施中
　本市では、市税・各種料金などの負担の不公平を解消するため、12 月を滞納
整理強化月間とし、市職員による滞納整理を強化します。
　年末を機に、市税などの納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。納め
忘れがある場合には、早めに納めていただくようお願いします。

Q 市税にはどのようなものがありますか？
A 市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税です。
Q 税金は何に使われるの？
A 普段、皆さんが使っている道路の整備、街路灯の設置、一般・資源ごみの回収、災害用の備蓄、河川改良、救急・
消防体制の整備など幅広く役立てられています。また、国民健康保険税は、相互扶助の考えの下、自己負担外の 7
割分・高額医療費などにも使われます。
Q 税金を払わないとどうなるの？
A 税財源の確保が困難となり、「まちづくり」のためのいろいろな事業に支障が出ます。税金を納めないと、法律に基
づき財産調査 ・滞納処分（差し押さえ）が行われる場合もあ
ります。また、滞納されると本税とは別に年 8.9％（平成 30
年 12 月 1 日現在）の延滞金がかかります。
Q 差し押さえをされたらどうなるの？
A 預貯金、給与、生命保険等返戻金、売掛金、不動産（土地・
建物）、車・バイクなど差し押さえ物件は、公売などにより、
未納税に充てられます。

　次の使用料なども、滞納をなくす取り組みを強化
します。
・保育料　　　　・後期高齢者医療保険料
・給食費　　　　・住宅使用料
・水道料　　　　・下水道使用料
・下水道負担金および分担金

田原市役所（代表）☎２２‐１１１１　※担当部署へおつなぎします

市職員を装った振り込め詐欺にご注意を！
市から次のような連絡をすることはありません。
○市税の還付金の受け取りのため、金融機関などのＡＴＭ（現金自

動預け払い機）の操作を求めること
○滞納している市税の納入について、金融機関などの口座を指定し

て振り込みを求めること

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

二七の市を12月30日日にも特別開催します！
　平成 29 年８月から田原文化会館の第１駐車場で開催されている二七の市。「二」と「七」のつく日以
外にも開催される日があるのをご存じでしょうか。今年も 12 月 30 日（日）には特別に「みそか市」と
して『二七の市』が開催されます。これは、新年を迎えるための準備として、正月用の生花、魚介や鍋
物用の野菜などを買いそろえたいという多くの要
望に応えるために毎年特別に開催しているもので
す。いつもの新鮮野菜以外にも、ちょっとした掘
り出し物も見つかるかもしれませんので、ぜひ足
をお運びください。

日 時：12 月 30 日（日）午前６時～７時半ごろ
場 所：田原文化会館　第 1 駐車場
内 容：地元農家が作った野菜、果物、花、卵、乾

燥魚介、観葉植物、お菓子などの販売
その他：甘酒の無料配布あり
▶㈱あつまるタウン田原☎ 24-2345

▪差し押さえ実績　　　　　　　         　　　  （件）

年度 預貯金 給与 保険 不動産 その他 計

29年度 115 2 3 2 0 122

30年度 131 1 0 0 0 132

※平成30年度は10月末現在
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金 土 日

30 12/1 2
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

7 8 9
おはなし会
14：00～

14 15 16
おはなしポケット  
10：30～ と保護者

おはなし会
10：30～

21 22 おはなし会 23
15：00～
おはなし会
10：30～
セルフ工作「クリスマスリース」

（～25日火） 先着各200名

28 29 30

4 5 6
おはなし会
10：30～
おはなし会
14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

【日時】平成 31 年 1 月 3 日（木）
【場所】サンテパルクたはら　
【内容】  9：３０～　お正月遊びコーナー（1 月 3 日木 ～14 日月・ ）
                          ※３日（木）は午後１時～
           １０：００～　甘酒の無料サービス（先着 200 名）
　　　  １１：００～　餅つき大会（小学生以下・先着 50 名）
           餅つき大会終了後　お雑煮のふるまい（餅つき参加家族優先・先着 300 名）
           随時　キャベリンと遊ぼうなど
▶サンテパルクたはら☎25‐1234 25‐１２３５

サンテ新春フェア

平成30年12月  広報たはら │    │22



月 火 水 木

26 27 28 29
おはなし会
10：30～

3 4 5 6
のりもの  

（～７日金）
ぬりえ  

（～９日日） ～

おはなし会
10：30～

10 11 12 13 
チャレンジ「手作りこま」  

（～16日日） 以上
おはなし会
10：30～、11:00～

クリスマス・リトミック
10：30～11：30

17 18 19 20
今、子どもの足が危ない！
10：30～11：30

工作「クリスマスかざり」  
（～23日日） 以上
おはなし会
10：30～

おはなし会
10：30～、11：00～
子育て講座ハグ
10：00～ と保護者

24 25 26 27
アイデア工作  

（～27日木） 以上
おはなし会
10：30～

31 H31/1/1 2 3

【対象】市内在住の小学生と保護者
【日時 / 場所】平成 31 年１月 19 日（土）10：00～14：
00 ／中山町の農園および渥美文化会館 料理研修室

【内容】イチゴ・野菜の収穫体験、調理体験、昼食交流会
【定員 / 受講料】10 組（抽選）／ 500 円 / 名
【申込】12 月 25 日（火）までに、電話にて
【共催】田原市青年農業士会、田原市農業改良推進協議会
▶愛知県東三河農林水産事務所 田原農業改良普及課
　☎ 22-0381

おやこ農業スクール　　 １００4513

【期間】12 月 1 日（土）～平成 31 年１月 25 日（金）【場所】
アグリパーク食彩村、サンテパルクたはらなど【内容】スタ
ンプを集めて、抽選で地元特産品が当たる【応募方法】平成
31 年１月 28 日（月）までに 3 つのスタンプを集めた応募用
紙を郵送にて（締切日必着）【応募用紙】各ラリースポット
で配布【賞品】田原産田原牛、豊橋産ミニトマト、旬採だいに
んぐ「mogu」ペア食事券など
▶豊橋田原広域農業推進会議事務局（豊橋市農業企画課内）
　☎ 0532-51-2464　〒440-8501 住所不要

豊橋・田原　農業王国スタンプラリー　 １００4970

2018 December
イベントカレンダー12月 場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館

広報たはら  平成30年12月│    │23



市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

と
、耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
、心
臓
に
奇

形
が
生
じ
る
、目
が
見
え
に
く
く
な
る
な

ど
の
障
害（
先
天
性
風
疹
症
候
群
）の
あ
る

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、注
意
が
必
要
で
す
。風
疹
に
か
か
っ
て

も
は
っ
き
り
と
症
状
が
出
な
い
場
合
が
あ

り
、症
状
が
出
な
い
方
は
15
～
30
％
程
度

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
気

付
か
ず
に
周
り
の
方
へ
感
染
を
広
げ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、妊
婦
さ
ん
自
身
、風
疹
に
か
か
っ

た
と
自
覚
せ
ず
、出
産
を
迎
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▪
妊
娠
前
に
抗
体
検
査
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、妊
娠
前
に
風
疹
の
抗
体
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。妊
娠
中
は
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、予
防
接
種
を
受
け
た
後
、２
カ
月

程
度
、妊
娠
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
か
分
か

ら
ず
、風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
も
確
実
で

な
い
場
合
に
は
、妊
娠
前
に
、医
療
機
関
で

風
疹
の
抗
体
価
を
調
べ
、抗
体
価
が
低
い

場
合
は
、予
防
接
種
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
妊
娠
中
の
方
は
、ご
家
族
の
方

に
抗
体
検
査
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

▪
風
疹
の
予
防

　
風
疹
に
は
予
防
接
種
が
効
果
的
な
予
防

策
で
す
が
、日
々
の
生
活
の
中
で
も
心
掛

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。風
疹
だ
け
で
な

く
、風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
他
の

感
染
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
の
で
、ぜ
ひ

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
外
出
時
の
マ
ス
ク

◦
小
ま
め
な
手
洗
い

◦
う
が
い

◦
人
混
み
を
避
け
る

◦
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

◦
十
分
な
睡
眠

◦
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
る

◦
適
度
な
運
動

◦
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い

　

風
疹
の
予
防
に
は
、規
則
正
し
い
生
活

を
送
り
、十
分
な
体
力
を
つ
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

未
来
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

　
～
妊
婦
さ
ん
を
風
疹
か
ら
守
ろ
う
～

　
大
人
の
間
で
風
疹
の
感
染
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

感
染
者
の
状
況
と
し
て
、風
疹
患
者
の
約

80
％
が
男
性
で
、男
性
患
者
の
約
70
％
は
20

～
40
代
、女
性
患
者
の
約
60
％
は
20
～
30
代

と
な
っ
て
い
ま
す

▪
風
疹
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
風
疹
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
急
性
の

発
疹
性
感
染
症
で
す
。感
染
者
の
飛
沫（
唾
液

の
し
ぶ
き
）な
ど
に
よ
っ
て
他
の
人
に
う
つ

り
ま
す
。主
な
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
お

り
、発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
の
腫
れ
で
す
。リ

ン
パ
節
で
は
、特
に
耳
の
後
ろ
や
後
頭
部
が

腫
れ
や
す
く
、押
す
と
痛
み
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。多
く
は
１
週
間
程
度
で
症
状
が

改
善
し
ま
す
が
、中
に
は
急
性
脳
炎
な
ど
を

起
こ
し
、重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪
風
疹
は
な
ぜ
怖
い
？

　
妊
娠
20
週
ご
ろ
ま
で
に
妊
婦
が
感
染
す
る

●❶ ●❸●❷

肺を伸び縮みさせる筋肉を呼吸筋といい、加齢や
運動不足で硬くなると息苦しさの原因となります。
呼吸筋ストレッチを行うことで、息苦しさの解消や
手足がぽかぽかになるといった効果もあります。
スポーツ課☎23-3531

❶両足を肩幅に開いて立ち、胸の前で両手を組む。
❷鼻から息を吸いながら、腕を前に伸ばし、背中を丸め
ていく。
❸口からゆっくりと息を吐きながら、最初の姿勢に戻し
ていく。 ※①～③を10回程度繰り返す。

125
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

　
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

み
ん
な
で
風
疹
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
も
う
お
済
み
で
す
か
？
高
齢
者
イ
ン
フ

　
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種

　
今
年
度
の
実
施
期
間

は
、12
月
31
日（
月
）ま

で
の
各
医
療
機
関
診
療

時
間
内
で
す
。ま
だ
、お

済
み
で
な
い
方
は
、期
間
内
に
接
種
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
度
の
接
種
対
象
の
方
に
は
、個
別

　
に
通
知（
10
月
初
旬
に
郵
送
）し
て
あ
り

　
ま
す
。

　
な
お
、接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、予
診

票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、再
発
行
し
ま

す
の
で
、お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
田
原
市
が
ん
検
診
は
平
成
31
年
１
月
末

　
ま
で　

　

が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早

期
発
見
が
大
切
で

す
。が
ん
検
診
は
、症

状
の
な
い
段
階
で
が

ん
を
見
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
行
い
ま

す
。今
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健

診（
医
療
保
険
者
に
よ
る
健
診
）と
同
時
に

大
腸
が
ん
検
診
、今
年
度
対
象
の
方
は
、前

立
腺
が
ん
検
診
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

検
査
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、併
せ
て
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
期
間
】平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

【
場
所
】市
内
指
定
医
療
機
関
も
し
く
は
検

診
車（
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
豊
橋
市
内
指

定
医
療
機
関
で
も
受
診
が
可
能
で
す
）　

【
持
ち
物
】受
診
券（
５
月
中
旬
に
郵
送
）

【
費
用
】無
料（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負
担

２
０
０
０
円
）　
【
そ
の
他
】受
診
券
を
紛

失
さ
れ
た
方
や
、今
年
度
新
た
に
各
種
検

診
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課（
市
役
所
内
）

☎
23‐３
５
１
５

▼
健
康
課（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33‐０
３
８
６

▪
風
疹
予
防
接
種
費
用
の
助
成
制
度

１
０
０
１
１
６
７

　
本
市
で
は「
抗
体
検
査
の
結
果
で
、抗
体

が
十
分
で
な
い
と
さ
れ
た
方
」へ
の
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
時
に
は
、抗
体
が
十
分
で
な
い
と

　
確
認
で
き
る
書
類（
抗
体
検
査
結
果
票
、

　
ま
た
は
抗
体
検
査
の
結
果
が
確
認
で
き

　
る
母
子
手
帳
）、運
転
免
許
証
な
ど
本
人

　
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

●
対
象

　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
方

◦
本
市
に
住
所
の
あ
る
方

◦
既
婚
者
、ま
た
は
入
籍
予
定
の
あ
る
方
で

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
お
よ
び
そ
の
夫

◦
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
方

◦
風
疹
抗
体
検
査
の
結
果
、抗
体
が
十
分

　
で
な
い
と
さ
れ
た
方

●
助
成
期
間

　
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

●
助
成
回
数

　
１
人
１
回

●
助
成
金
額

◦
風
疹
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
は
3
０
０
０
円

◦
麻
疹
風
疹
混
合（
Ｍ
Ｒ
）ワ
ク
チ
ン
は

　
5
０
０
０
円

●
申
請
方
法

　
健
康
課
に
て
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま

　
す（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

12月23日（日・祝）
河合医院 ☎22‐6133
きまた眼科 ☎23‐1092
青木歯科クリニック ☎33‐1139

12月24日（月・振）
かわせ小児科 ☎22‐1230
木村歯科医院 ☎22‐0404

12月29日（土） 田原歯科クリニック ☎23‐1626

12月30日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
金田歯科医院 ☎24‐1800

12月31日（月）
北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
おおかわ歯科 ☎22‐4182

月　日 当直医 電話番号

12月2日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
まち眼科 ☎22‐2710
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

12月9日（日）
朽名医院 ☎33‐0162
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

12月16日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
小原歯科 ☎25‐1139
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【
注
意
】

◦
対
象
は
固
定
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
方
に

　
限
り
ま
す

◦
貸
与
機
器
を
紛
失
、
ま
た
は
破
損
さ
せ
た
場

　
合
、
購
入
・
修
理
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す

　
高
齢
者
の
み
の
暮
ら
し
で
緊
急
時
の
連
絡
な

ど
不
安
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▪
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

　
本
市
で
は
認
知
症

な
ど
に
よ
り
、
徘
徊

の
恐
れ
や
、
不
安
の

あ
る
方
の
徘
徊
高
齢

者
等
事
前
登
録
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
事
前
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
も
し

も
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
初
期
の
捜
索
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
過
去
に
徘
徊
歴
の
あ
る
方
や
、
不
安
の
あ
る

方
は
事
前
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、
高
齢
福
祉
課
、
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に

　
本
市
で
は
高
齢
者
世
帯
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

と
「
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度
」
を
紹
介

を
し
ま
す
。

▪
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム　

【
対
象
】

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
、
ま
た

　
は
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
な
ど

【
内
容
】

　
ボ
タ
ン
を
押
す
と
自
動
的
に
消
防
署
に
緊
急

　
通
報
す
る
緊
急
機
器
一
式
を
貸
与
し
ま
す

　
（
緊
急
通
報
時
は
、
名
前
・
住
所
・
か
か
り

　
つ
け
医
な
ど
事
前
登
録
し
て
あ
る
内
容
が
消

　
防
署
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
）

【
利
用
料
】

　
機
器
設
置
お
よ
び
撤
去
に
係
る
費
用
は
市
が

　
負
担
し
ま
す

※
固
定
電
話
の
通
話
料
な
ど
は
、
利
用
者
に
負

　
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

【
申
込
】

　
高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥

　
美
支
所
市
民
生
活
課
の
い
ず
れ
か
に
申
請
書

　
を
提
出

▪
相
談
窓
口

◆
田
原
東
部
、
福
江
中
学
校
区
お
よ
び
童
浦
小

　
学
校
区
に
住
ん
で
い
る
方
　

▼
田
原
福
寿
園
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
27‐０
８
８
２

◆
伊
良
湖
岬
、
泉
、
赤
羽
根
中
学
校
区
お
よ
び

　
野
田
小
学
校
区
に
住
ん
で
い
る
方　

▼
田
原
市
社
協
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
６
１
１

◆
田
原
中
部
、
衣
笠
、
田
原
南
部
小
学
校
区
に

　
住
ん
で
い
る
方

▼
あ
つ
み
の
郷
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22‐６
７
８
４

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23‐４
６
５
４

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体

操
教
室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
の
Ｈ
Ｐ（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す

る
と
詳
し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ストック
（花／出荷時期：11月末～3月）

英語で「茎」を意味し、真っす
ぐに伸びる姿が由来です。
県内1位の生産量で約57万
本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月末～１月）

華やかな雰囲気を持ち、寒
い冬を彩る人気の鉢花で
す。年間37万鉢出荷されて
います。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

33

今月の 12月の

平成30年12月  広報たはら │    │26



ストック
（花／出荷時期：11月末～3月）

英語で「茎」を意味し、真っす
ぐに伸びる姿が由来です。
県内1位の生産量で約57万
本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月末～１月）

華やかな雰囲気を持ち、寒
い冬を彩る人気の鉢花で
す。年間37万鉢出荷されて
います。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

33

今月の 12月の

❸
卵
は
ゆ
で
て
、
半
分
は
飾
り
用
に
み
じ
ん
切
り
に

し
、
残
り
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
用
に
潰
す
。

❹
①
と
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
用
の
ニ
ン
ジ
ン
、
卵
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
合
わ
せ
、
塩
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
、

皿
の
上
に
に
リ
ン
グ
状
の
土
台
を
作
る
。

❺
べ
ビ
ー
リ
ー
フ
を
④
の
上
全
体
に
の
せ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
彩
り

よ
く
盛
り
つ
け
る
。

❻
最
後
に
飾
り
用
の
卵

を
全
体
に
散
ら
す
。

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
は
形
を
整
え
る
の
に
ラ
ッ
プ
を
使

　
う
と
便
利
で
す
。

・
り
ん
ご
酢
は
な
く
て
も
い
い
で
す
が
、
あ
る
と
お

　
い
し
い
で
す
。

▪
野
菜
の
特
徴

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、「
大
地
の
リ
ン
ゴ
」 

と
言
わ
れ
、

ビ
タ
ミ
ン
が
非
常
に
豊
富
で
、
ビ
タ
ミ
ン
C
は
リ
ン

ゴ
の
５
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
で
、

免
疫
力
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
疲
労
回
復
効
果
が
あ
り
、
寒
い
季
節
に

摂
取
し
て
欲
し
い
野
菜
で
す
。

（
レ
シ
ピ
作
成
者
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美  
清
田
真
澄
）

冬
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
風
邪
予
防
を
！

　
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
こ
れ
か
ら
の
季
節
。
風
邪
予

防
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
摂
取
す
る
こ

と
が
お
勧
め
で
す
。
冬
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
も

の
が
多
い
の
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
体
作
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
今
回
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
は
飾
り
付
け
が
自
由
に
で

き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
一
品
と
し
て
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

【
ポ
テ
ト
☆
リ
ー
ス
サ
ラ
ダ
】

▪
作
り
方

❶
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
き
、
ゆ
で
て
潰
し
、
り
ん

ご
酢
を
加
え
、
あ
ら
熱
を
取
っ
て
お
く
。

❷
ニ
ン
ジ
ン
は
５
㎜
の
輪
切
り
に
し
、
ゆ
で
て
星
型

に
く
り
抜
く
。
型
抜
き
し
た
切
れ
端
は
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
用
に
細
か
く
切
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房

に
分
け
て
蒸
す
。
べ
ビ
ー
リ
ー
フ
は
洗
っ
て
水
気

を
切
っ
て
お
く
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
半
分
に
切
る
。

【
材
料（
５
～
６
人
分
）】

ジ
ャ
ガ
イ
モ
中
５
個
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
／
２
株
、ニ

ン
ジ
ン
１
／
３
本
、ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
15
ｇ
、ミ
ニ
ト
マ

ト
３
個
、卵
１
個
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
50
～
60
ｇ
、塩
こ
し
ょ

う
適
量
、り
ん
ご
酢
小
さ
じ
２
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

27

41

▼
停
電
へ
の
備
え
を
し
よ
う
！

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　

今
年
は
台
風
に
よ
る
停
電
が
市
内
で

も
度
々
発
生
し
ま
し
た
。今
後
も
台
風
に

よ
る
停
電
が
起
こ
る
可
能
性
は
高
い
た

め
、日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
停
電
時
に
役
立
つ
も
の

　
現
代
は
、電
気
で
動
く
も
の
が
多
く
、

乾
電
池
な
ど
が
役
に
立
ち
ま
す
。

◦
懐
中
電
灯
な
ど
の
照
明
器
具

◦
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報
機
器

◦
乾
電
池
な
ど
の
電
源
と
な
る
も
の

◦
調
理
の
要
ら
な
い
食
料
や
カ
セ
ッ
ト

　
コ
ン
ロ
な
ど
の
調
理
器
具

◦
熱
中
症
対
策（
う
ち
わ
な
ど
）、寒
さ

　
対
策（
防
寒
シ
ー
ト
な
ど
）

○
台
風
が
来
る
！
と
思
っ
た
ら

　

台
風
の
接
近
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、

次
の
備
え
を
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

◦
水
を
バ
ケ
ツ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

　
の
容
器
に
た
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

◦
冷
凍
庫
で
の
保
存
の
工
夫

　
停
電
時
は
冷
凍
庫
内
の
隙
間
を
な
く

し
た
方
が
保
冷
効
果
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。溶
け
て
水
が
出
そ
う

な
物
は
、ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

に
移
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◦
電
源
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
乾
電
池
の
大
き
さ
や
数
を
確
認
し
た

り
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ち
ょ
っ
と
し
た
便
利
ア
イ
デ
ア

　
懐
中
電

灯
の
上
に

水
の
入
っ

た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を

置
く
と
、光
が
反
射
し
て
周
り
を
照
ら

す
ラ
ン
タ
ン
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

★
イ
チ
ゴ
狩
り

　

渥
美
半
島
で
は
、温
暖
な
気
候
を
生

か
し
、温
室
で
、太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び

た
甘
い
イ
チ
ゴ
を
12
月
～
５
月
ご
ろ
の

間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。糖
度
10

度
以
上
の
甘
い
大
粒
の「
章
姫
」や
、「
章

姫
」に「
さ
ち
の
か
」を
交
配
し
て
育
成

さ
れ
、甘
み
と
酸
味
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
の「
紅
ほ
っ
ぺ
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

品
種
の
イ
チ
ゴ
が
あ
り
ま
す
。予
約
優

先
の
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
各
農
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

品
種
の
違
う
イ
チ
ゴ
を

食
べ
比
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
菜
の
花

　

菜
の
花
は
本
市
の
花
で
あ
り
、い
ち

早
く
春
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。本
市
で

は
、資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

す「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。遊
休
農
地
で
菜
の

花
を
栽
培
し
、菜
種
を
収
穫
し
て
菜
種

油
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
菜
種
油
は
食

用
油
と
し
て
、油
か
す
は
肥
料
と
し
て

使
う
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

ま
た
、「
渥
美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街

道
」と
し
て「
日
本
風
景
街
道
」に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
か
ら
３
月
に「
渥
美
半
島

菜
の
花
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
、半
島
一
帯
が

菜
の
花
の
黄
色
で
染
ま

り
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

　

１
０
０
２
１
７
６

　

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankou/kankou/1002176.htm
l

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

▲写真は暗い部屋で撮影
したものです

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座　
　
　
１
０
０
５
２
５
７

【
日
時
】平
成
31
年
１
月
27
日（
日
）午

前
9
時
～
午
後
４
時
30
分【
場
所
】田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】田
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
23‐０
６
１
０ 　
23‐３
９
７
０
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今
回
は
、渥
美
半
島

の
冬
の
魅
力
を
紹
介

す
る
き
ゃ
べ
☆

冬
の
渥
美
半
島
を

満
喫
し
て
き
ゃ
べ
☆



中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
12月▶3日月、10日月、14日金、1７日月、

25日火、28日金～31日月
    １月▶１日火・　～４日金、７日月、1１日金、

１５日火、2１日月、２８日月

◎中央図書館お正月工作教室
「ユールヤータをつくろう！」
▶日時＝12月26日（水）午後２時～３時30分
▶場所＝中央図書館
▶対象＝小学生20名（先着順）
▶参加料＝無料
▶持ち物＝はさみ、スティックのり
▶内容＝型を取って切り抜いた紙を編んで、
お正月用のつるし飾りを作ります
▶申込＝12月４日（火）午前10時から直接ま
たは電話にて（本人またはご家族のみ）
▶中央図書館　☎23-4946
◎赤羽根図書館クリスマスイベント

「レモンのぬりえやさん」
▶日時＝12月22日（土）午後２時～４時
▶場所＝こども室前の机
▶講師＝みやしたさとみ氏（クレパス作家）
▶対象＝どなたでも
▶参加料＝無料
▶内容＝好きなイラストを選んでオリジナルのぬり
えを楽しみます
◎赤羽根図書館新春企画

「司書のおすすめ、本のバラエティ貸出パック」
▶日時＝１月６日（日）午前10時～
▶場所＝貸出カウンター前
▶内容＝司書が選んだ本を新聞紙
で作ったエコバックに入れて貸し
出します
▶赤羽根図書館　☎45-3426

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．クリスマスに飾るリースの作り方を知りたい
◎調べるキーワード

「クリスマス」「リース」

A．花や葉、枝で作る縁起
物の輪飾りを一般的にリー
スと呼びます。ドライフラ
ワーの他、リボンやビーズ、
キャンドルなどでリースを
作る本もあります。
　いろいろな本を参考にアレンジして、オリジナル
リースを作ってみてください。

◎調べた本
『クリスマスリース』　斎藤勝子/制作・監修　辰巳
出版　594/ｻ

『コラージュ・リースの本』　誠文堂新光社/編　誠
文堂新光社　594.9/ｺ

『１２月のえほん』　長谷川康男監修　ＰＨＰ研究所
386/ｷ

『いろいろ素材でハンドメイド・リース』　雄鶏社　
594.9/ｲ

●中央図書館
 一　般▶12月15日土～１月10日木 「明治１５０年
	 ～泉鏡花のいた時代～」
 子ども▶～１2月24日月・　　　　   「だいすき！クリスマス♪」

●赤羽根図書館
 一　般▶12月15日土～１月10日木 「原作はこれ！」
 子ども▶12月15日土～１月10日木 「ワクワクなクリスマスと
	 お正月」
●渥美図書館
 一　般▶12月15日土～１月10日木 「おもてなし」
 子ども▶12月15日土～１月10日木 「クリスマス」

『美女の正体』
下村一喜/著　集英社　159.6/ｼ

一癖も二癖もある美女を撮る写真家
下村さんの美女論。「今のあなたは、あ
なたがなりたかった自分です」にぐっさ
り。

『二次元世界に強くなる
　　　現代オタクの基礎知識』
ライブ/編著　カンゼン　361.5/ﾗ

セフィロトの樹ってなんなの？
日本神話の神々のつながりは？
世界にはどんなオーパーツがあるの？
全部この本で学べます。

振
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明
治
の
博
覧
会
と
田
原

　
明
治
時
代
は
、
日
本
が
近
代
国
家
へ
と

変
わ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
殖
産
興
業
も
そ
の
近
代

化
へ
の
大
き
な
政
策
の
一
つ
で
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
政
策
を
達
成
す
る
た
め
、
国

内
の
産
業
の
競
争
・
発
展
を
企
図
す
る
事

業
と
し
て
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
博
覧
会
は
計
５
回
行
わ
れ
、
明
治

10
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
で

は
、
出
品
数
１
万
６
１
４
７
点
、
入
場
者

数
45
万
４
１
６
８
人
、
会
場
を
大
阪
に
移

し
、
明
治
36
年
に
行
わ
れ
た
第
５
回
で
は
、

出
品
数
が
27
万
６
７
１
９
点
と
第
１
回
の

20
倍
と
な
り
、
入
場
者
数
も
４
３
５
万
人

を
超
え
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
こ
の
博
覧
会
に
関
係
す
る
資
料

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
治
36
年
の

第
５
回
の
博
覧
会
の
賞し
ょ
う
は
い牌（
メ
ダ
ル
）
と

賞
状
で
す
。
受
賞
者
は
赤
羽
根
の
鈴
木
治

左
衛
門
で
、
品
名
は
「
煮に
ぼ
し
い
わ
し

乾
鰮
」（
イ
ワ

シ
の
煮
干
し
）
で
し
た
。
赤
羽
根
は
江
戸

時
代
か
ら
地
引

網
に
よ
る
イ
ワ

シ
漁
が
盛
ん
で

し
た
。
明
治
31

～
32
年
は
特
に

大
漁
で
、
た
く

さ
ん
の
収
入
を

得
た
村
人
た
ち

の
貯
蓄
や
利
殖

の
た
め
、
明
治
33
年
に
赤
羽
根
銀
行
が
設

立
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、イ
ワ
シ
の
煮
干
し
加
工
も
盛
ん
で

し
た
。
鈴
木
治
左
衛
門
の
煮
干
し
は
こ
の

博
覧
会
で
二
等
賞
と
な
り
ま
し
た
。
博
覧

会
の
受
賞
者
に
は
現
在
も
営
業
す
る
有
名

メ
ー
カ
ー
の
名
も
あ
り
、
そ
の
品
質
が
確

か
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
煮
干
し
で
あ
っ
た
か
味
わ
っ
て
み

た
い
も
の
で
す
。
賞
牌
と
賞
状
を
収
め
た

額
の
立
派
さ
か
ら
も
こ
の
受
賞
が
い
か
に

栄
誉
で
あ
っ
た
こ
と
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
本
市
に
関
係
す
る
出
品
者
も
い

ま
し
た
。第
１
回
で
は
渡
辺
崋
山
の
息
子
、

小
華
の
「
三
河
国
産
煙
草
綿
花
図
」
が
出

品
さ
れ
「
花
紋
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
龍
紋
賞
、
鳳
紋
賞
の
次
の
賞
に

あ
た
り
ま
す
。
あ
の
先
駆
的
な
洋
画
家
で

あ
る
高
橋
由ゆ

い
ち一
も
同
賞
に
名
を
連
ね
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
小
華
の
作
品
区
分
は
「
水
彩

画
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
美
術
好
き

な
人
に
と
っ
て
違
和
感
が
あ
る
は
ず
で

す
。
同
様
に
高
橋
由
一
の
作
品
も「
油
画
」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
海
外
を
意

識
し
た
「
勧
業
」
目
的
に
無
理
に
西
洋
的

な
「
美
術
」
と
い
う
価
値
観
に
合
わ
す
た

め
の
苦
肉
の
結
果
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
絵
の
題
材
の
煙
草
と
綿
花

は
ま
さ
し
く
産
業
振
興
を
意
識
し
た
も
の

で
、
芸
術
と
し
て
の
美
術
作
品
で
な
く
、

産
業
と
し
て
の
美
術
作
品
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
明
治
23
年
の
第
3
回
に
は
、

三
河
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
（
現
在
は
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
）
の
セ
メ
ン
ト
が

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
は
、
政
策
と

は
別
に
庶
民
に
と
っ
て
、
各
地
の
産
物
や

目
を
見
張
る
よ
う
な
工
芸
品
、
最
新
の
技

術
を
見
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
近
代

化
を
肌
で
感
じ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
市
も
決
し
て
無

縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
（
増
山
）

▲渡辺小華　煙草綿花写生図（受賞作品と同図柄の
作品　田原市博物館蔵）

▲鈴木治左衛門の第５回内国勧業博覧会の賞牌
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ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～12/6木
全国丼サミット in たはら 2018
同時開催：サンテパルクたはら収穫祭
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

12/6木～12/20木
表浜自然ふれあいフェスティバル

年末に向けての大掃除

12/20木～12/31月
エコキャンドルづくり

ブラアカバネ

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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で
す
。

　

も
ち
ろ

ん
豪
雨
に

よ
っ
て
表

土
が
流
出

し
て
し
ま

う
の
は
避

け
ら
れ
ま

せ
ん
。
し

か
し
、
次

の
よ
う
な

対
策
を
取
る
こ
と
で
、
一
定
の
効
果
が
得

ら
れ
る
は
ず
で
す
。

・
畑
の
隅
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
耕
作
す
る
の
は

　
避
け
る

・
除
草
剤
の
使
用
を
抑
え
、
の
り
面
の
草

　
を
あ
る
程
度
残
す
よ
う
に
す
る（
特
に
、

　
道
路
や
水
路
側
）

　
た
だ
し
、
草
が
あ
ま
り
高
く
な
ら
な
い

　
よ
う
管
理
す
る

・
水
の
流
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
が
流
出

　
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
、
土
留
め
を
設

　
け
る

・
側
溝
な
ど
に
た
ま
っ
た
土
は
定
期
的
に

　
取
り
除
く

　

自
分
の
農
地
は
自
分
で
管
理
す
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

畑
の
表
土
の
流
出
を
防
止
し
ま
し
ょ

う

　
12
月
に
な
り
、
渥
美
半
島
で
は
キ
ャ
ベ

ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
青
々
と
育
っ
て
き

ま
し
た
。
一
方
、
畑
の
隅
を
見
る
と
、
道

路
や
側
溝
に
畑
の
土
が
流
出
し
て
い
る
光

景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
放
置
す
る
と
、
ひ
と

た
び
大
雨
と
な
れ
ば
畑
の
表
土
が
大
量
に

流
出
し
、
道
路
の
通
行
に
支
障
を
来
し
た

り
、
水
の
流
れ
を
ふ
さ
い
だ
り
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
表
土
の
流
出
は
川
や
海
の
汚
染

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
年
の
９
月
末
の

台
風
24
号
の
通
過
後
に
は
、
流
出
し
た
土

に
よ
り
三
河
湾
が
赤
く
染
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

農
地
の

耕
作
者
か

ら
し
て
も
、

手
間
と
資

金
を
掛
け

た
大
切
な

土
を
失
う

こ
と
に
な

り
、
大
変

も
っ
た
い

な
い
こ
と

55 平成 30 年 12 月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

農
作
物
へ
の
散
水
に
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
散
水
が
道
路

に
は
み
出
す
と
通
行
の
支
障
に
な
り
、
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

風
の
流
れ
に
よ
っ
て
は
水
が
近
く
の
民
家

に
入
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
ま
た
、
限
り
あ
る
豊
川
用
水
の
水
の
無

駄
遣
い
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
散
水
機
を
き
ち
ん
と
調
節
し
、
必
要
な

分
だ
け
、
農
地
に
散
水
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　
た
は
ら
農
業
委
員
婚
活
実
行
委
員
会
で

は
、
平
成
31
年
３
月
２
日
（
土
）
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
30
～
45
歳
の
農
家
の
男
性
、
25
～
45

歳
の
一
般
女
性
で
す
。

　

詳
し
く
は
、

チ
ラ
シ
や
田
原

市
農
業
委
員
会

の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。

 ●台風通過後に道路に流出した土

 ●ネットによる土留めの様子
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ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

◆
農
業
者
年
金
と
は

　

農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
保
険
料
助
成
を

通
じ
て
、
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
目

的
を
併
せ
持
つ
、
農
業
者
の
た
め
の
年
金

で
す
。

◆
加
入
要
件

　

加
入
に
は
次
の
三
つ
の
条
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
・
60
歳
未
満
で
あ
る

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
方
な
ら
加

　
入
・
脱
退
・
再
加
入
も
自
由
で
す
。

※
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
の
年
金
に
加

　
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

◆
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト

①
積
み
立
て
方
式

旧
制
度
の
反
省
か
ら
平
成
13
年
度
に
制

度
改
正
し
、
自
分
が
積
み
立
て
た
保
険

料
と
、
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積
み
立
て
方

式
（
確
定
拠
出
型
）
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
影

響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度
で
、

運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

②
終
身
年
金
／
さ
ら
に
80
歳
ま
で
に
死
亡

し
た
場
合
一
時
金
を
支
給

農
業
者
年
金
は
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
や
受
給
者
が

80
歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合

は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に

受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
（
老

齢
年
金
）
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措
置

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
下
の
表
の

通
り
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
な
り

ま
す
。

④
保
険
料
の
額
は
自
由
決
定

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標

に
向
け
て
、
月
額
２
万
円
～
６
万

７
０
０
０
円
の
間
で
１
０
０
０
円
単
位

で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農

業
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
、
い
つ
で

も
見
直
す
こ

と
が
で
き
ま

す
。

⑤
農
業
の
担
い
手
に
手
厚
い
支
援

　
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
保
険
料
の
一
部
に
つ
い
て
国
か

ら
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦農業者年金とその他の確定拠出年金（個人型）の主な違い

　
詳
し
く
は
、
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
総
務
課
（
☎

34‐０
３
７
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（農業者の老後に備える農業者年金制度と加入推進　平成 30 年度版より）

農業者年金 その他の確定拠出型年金（個人型）
（イデコなど）

運用は？ 農業者年金基金が一元的に運用 加入者が運用商品を選択

解約は？ 任意脱退はいつでも可能 原則、途中脱退はできない（農業者年金
に加入すれば強制脱退）

年金は？ 終身年金 ５～20年の有期年金（一部終身）

積立が元
本割れに
なった場
合は？

65歳裁定時に元本割れしていた場合に
マイナス分を補う危険準備金（付利準備
金）の仕組みがある

元本割れした場合の措置なし

事務費負
担は？

事務経費（人件費や施設費など）は国が
支出

事務経費は掛け金から支出（加入者負
担）

節税メリ
ットの社
会保険控
除料は？

その年に払った保険料が「社会保険料控
除」の対象となる（所得税法第74条）

その年に支払った掛け金が「小規模企業
共済等掛金控除」の対象となる（所得税
法第75条）
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９
月
に
渥
美
分
署
の
救
急
車
１
台
を
更

新
し
ま
し
た
。
今
回
更
新
し
た
救
急
車
に

は
、
磁
気
性
防
振
ベ
ッ
ド
な
ど
最
新
の
装

備
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
他
、
活
動
時
の
安

全
を
考
慮
し
た
作
業
灯
な
ど
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

▪
ス
タ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ

　

救
急
車
の
側
面
に
は
、「
ス
タ
ー
オ
ブ

ラ
イ
フ
」
と
い
う

世
界
共
通
の
救
命

救
急
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、

６
本
の
柱
と
蛇
の
巻
き
付
い
た
つ
え
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
本
の
柱
は
、【
覚

知
→
通
報
→
出
場
→
現
場
手
当
→
搬
送
中

手
当
→
医
療
機
関
へ
の
引
き
渡
し
】
を
表

し
、蛇
の
巻
き
付
い
た
つ
え
は
、ギ
リ
シ
ャ

神
話
で
医
学
の
象
徴
的
存
在
と
さ
れ
る
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
つ
え
が
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
元
々
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
運
輸
省
幹

線
道
路
交
通
安
全
局
に
よ
り
、
赤
十
字
と

の
類
似
を
避
け
て
１
９
７
３
年
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

　
今
年
で
36
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
市
内
の
小
学
６
年
生
５
６
７

名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
厳
選

な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
※
敬
称
略

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀
【
田
原
市
長
賞
】
近
藤
光
倫
（
田

原
中
部
小
）【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】
太

田
美
萊
（
福
江
小
）【
田
原
市
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
】
小
松
瑛
（
清
田
小
）【
田

原
市
消
防
団
長
賞
】菰
田
悠
衣（
泉
小
）【
田

原
市
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
】
壁
谷
美
咲

（
田
原
東
部
小
）【
田
原
市
消
防
長
賞
】
河

合
輝
良
（
童
浦
小
）

　

最
優
秀
・
優
秀
・
入
選
作
品
30
点
は
、

平
成
31
年
１
月
ま
で
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
に
掲

示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
、
田
原
市
防
火

協
会
／
田
原
市
危
険
物
安
全
協
会
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
火
災
予
防
啓
発
の
た

め
、
市
内
の
公
共
施
設
や
事
業
所
に
配
布

さ
れ
ま
す
。

忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認

消太

救子

冬
号

救
急
車
を
更
新
し
ま
し

た

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

▲䦰目さんの最優秀作品

野田小学校
䦰目　菜々花

◦作業灯および反射材

◦磁気性防振ベッド

◦新しく入った救急車

◦ベッドサイドモニター

◦スターオブライフ
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て
い
ま
す
。

　
現
在
、田
原
市
消
防
団
に
は
自
営
業
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
各
地
区
で
消
防
団
員
が
勧
誘
に
伺
い
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
国
の
中
心
と
な
る
都
市
の
こ
と
。日

本
は
東
京

④
歌
を
歌
う
こ
と
を
職
業
と
し
て
い

る
人

⑤
主
に
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
し
て
い
る

お
酒
。料
理
に
も
使
う

⑦
寝
不
足
だ
と
目
の
下
に
で
き
る
も

の
⑧
大
量
の
雪
が
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ

落
ち
る
こ
と

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
28
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見

な
ど
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
宛
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　
く
ん
れ
ん
】

（
応
募
総
数
44
通
中
、正
解
40
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
賞
金
付
き
の
く
じ
。高
額
当
選
し
た
ら
大
金

持
ち

②
手
を
使
っ
て
物
事
を
表
現
す
る
伝
え
方

③
山
を
登
る
こ
と
。遭
難
に
注
意
！

⑥
木
材
を
並
べ
て
結
び
水
に
浮
か
べ
る
も
の
。

船
の
代
わ
り

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

③A②

⑦

①

⑤

④C

⑥D

⑧B

　
本
市
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
の
も
と
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
災

害
か
ら
日
々
、市
民
の
生
命・財
産
を
守
っ

◦
入
団
資
格

　
市
内
に
居
住
、ま
た
は
勤
務
す
る
年

齢
満
18
歳
以
上
の
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
消
防
本
部
消
防
課
消
防
係

　
☎
23‐４
０
７
３

復刻版
私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る

消
防
団
員
を
募
集
！

◦県操法訓練の様子

◦救命講習の様子
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とても楽しんでいた様子が伝わります。
お客さんの男の子もニコニコですね。

お楽しみ会の射的楽しかっ
たよ。

たの たのかい しゃ てき

　　 　　  　たの　　　　　　　　 　　　よう  す　　　つた

評自分の顔を描いたみのむしを作りまし
た。髪は毛糸でかわいくできましたね。

 じ　ぶん       かお    　  か　　　　　　　　　　　　　　　　 つく

評

中部保育園

平松流奈ちゃん（5歳）

中部保育園

八木快斗くん（5歳）

ブロックの車に乗りたい
という思いが伝わりま
す。うれしい気持ちが鮮
やかに表れています。

評ぼんやりした表情をよく
捉えています。彫る方向
を工夫して、体の丸みを
表現できました。

評 衣笠小学校５年

本田志織さん

衣笠小学校1年

鈴木大漸くん
だい　ぜん

園庭に落ちてた木の枝を貼
るのが大変だったよ。

えん てい　　  お                     き　　　えだ  　　は

三井
一志
先生 かい　 と る　  な

 し　  おり　 

クレヨン画

木版画

たい へん

　　きゃく　　　　　　 おとこ　　 こ　 　　　かみ       け  いと    　  

▼
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、日
ご
と
に
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。冬
が
苦
手

な
私
と
し
て
は
、寒
さ
に
負
け
な
い
よ

う
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑

顔
に
倣
い
、「
病
は
気
か
ら
」の
気
持
ち
で

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｓ・Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち（
福
江
公
園
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年11月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 37人 死亡 60人

転入 133人 転出 202人

増減 -92人

総人口 62,515人

男性 31,661人

女性 30,854人

世帯数 22,420世帯

※増減は10月中です

今月　納税・使用料の

火

固定資産税・都市計画税
（第３期分）

国民健康保険税
（第７期分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

12月25日納期限

12月25日
水道料・下水道使用料金

（10・11月分）

口座引落日

火

奇数月は検針があります。ご協力お願いします。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

90.1%
（46,672千㎥）

平成30年11月20日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
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成
30年

12月
号
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